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研究成果の概要（和文）：中高年が継続的に取り組むことができる趣味活動と,脳機能の維持・向上の関連を明らかに
することを目的として,手芸活動者と非活動者を比較し,次に,日常的に手芸をしていない若年女性15名,日常的に手芸を
していない中高年女性8名を対象に，それぞれ3か月間の手芸制作を行った.前後にTMT A,Bと前頭葉機能テストを実施し
，そのときのoxy-Hb濃度長変化を計測した．その結果,若年者,中高齢女性ともに,TMT-Aは活動群において遂行時間が有
意に早くなり,脳年齢テストでは短期記憶と手指運動機能について有意差が認められた.つまり,手芸活動を継続して行
うことで，脳機能を維持・向上に寄与することが示唆された.

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is clarifying the effect of the handicraft activity on 
preserve and improves brain function. An activity person of handicrafts and non-activity person were 
compared on the brain function. The subjects were performed to handicraft activity for three months. The 
subjects were young, middle-aged and elderly women who aren't doing handicrafts daily. The TMT-A, B and a 
brain functional test were put into effect before and after an experiment. A that time, oxy-Hb change was 
measured. On the results of TMT-A, performance time was significantly early on the activity group. The 
significant difference was admitted by a brain functional test. There were the hand finger motor function 
and short-term memory. In other words, it was suggested to contribute to preserve and improvement brain 
function for continuing and doing activity of handicrafts.

研究分野： 複合領域
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１．研究開始当初の背景 

わが国は高齢社会を迎え，健康で有意義に
晩年を生きることに対する関心が高まって
きている一方，中高年者は物忘れや理解力の
低下などの脳機能の衰えを感じ，近年では，
計算や音読などの様々な脳トレが流行して
いる．手指運動は脳機能を維持・向上すると
報告されており，川端らは，小学生対象に手
指の巧緻性に優れる者は，遊び，学習，もの
づくりへの意識において積極的な参加姿勢
が見られ，手指の巧緻性向上の効果と意義を
明らかにしている．反面，1995 年，2007 年
の調査では，小学生の手指の巧緻性の著しい
低下を報告している． 

また，脳機能向上のためのトレーニングの
中でも手指運動として，近年，病院や高齢者
福祉施設等において，手芸による作業活動が
リハビリに取り入れられており，様々な作業
活動の中でも，手芸による作業活動は高齢者
からの人気が高いと報告されており，手指を
使った作業は脳機能の活性化に関連がある
との報告や，脳機能が高い人は美術や文化活
動に積極的に参加しており，認知症予防にも
関連があると報告されている．つまり，脳機
能維持・向上には個人のライフスタイルや生
活行動に差があることが示唆される． 

これまで，手指運動として運針作業時の脳
活動，前腕の筋活動変化と熟練度の影響につ
いて明らかにするため，非熟練者と熟練者を
対象に運針実験を行った（H22 年 8 月，H23
年 5月実験実施）脳活動（NIRS：FOIRE-3000）
計測の結果では，スキルの高い非熟練者で，
前頭前野領域，運動関連領域で oxy-Hb の増
加傾向が認められ，3 日間の運針実験で 2 日
目に運動関連領域の右脳から左脳への活動
の変化が認められた．被験者からも「“運針
のコツ”がつかめてきた」との自己申告が得
られた．つまり，習熟にいたる段階とスキル
獲得を脳活動の変化より評価できることが
示唆された．また熟練者の筋活動には一定の
リズムが認められたが，非熟練者にリズムあ
る筋活動は認められなかった．しかし，ここ
でも，スキルの高い非熟練者において，若干
ではあるがリズムある筋活動が見られた． 

そこで，ネット手芸制作による脳機能への
影響を明らかにするため，40 歳から 84 歳ま
での健常中高年女性 91 名（平均実年齢 63.7
歳±8.1）を対象に，手芸活動者と非手芸活
動者の 2 群に分け，TMT-A,B（Trail Making 
Test Parts A：視覚運動速度と注意能力,B：
認知の変換，課題と注意の切り替え能力），
前頭葉機能テスト(脳年齢テスト：記憶，干渉，
空間認知，計算問題等の解答結果を総合的に
判断し脳年齢を簡易的に算出するもの）を行
った（平成 23年 9 月）．その結果，脳年齢は，
手芸活動者は非手芸活動者に比べて，有意に
脳年齢が若く（p<0.001），ネット手芸前は後
に比べて有意に脳年齢が若い結果であり
（p<0.01），短期間，ネット手芸をするだけ
では脳年齢を下げるまでには至らなかった

と考えられたが，ネット手芸前後とも非手芸
活動者より手芸活動者の脳年齢が若く，日常
的かつ継続的に手芸を行うことは（活動者），
脳機能の維持・向上に有効であることが示唆
された．TMT-A,B の結果では，手芸活動者は
非手芸活動者に比べて，有意に遂行時間が速
く（p<0.001），ネット手芸前より後のほうが，
有意に遂行時間が速かった（p<0.01）． 
つまり，ネット手芸により，視覚運動速度，
注意能力，認知の変換，課題と注意の切り替
え能力が向上することが示唆され，ここでも，
非手芸活動者より手芸活動者の遂行時間が
有意に速く，日常的かつ継続的に手芸を行う
ことは脳機能の活性化に有効であることが
示唆された．以上より，ネット手芸の脳機能
への定性的影響については明らかになった
が，定量的に明らかにするには至っていない． 
 

２．研究の目的 

以上より，中高年者が飽きずに楽しみなが
ら継続的に取り組むことができる趣味の活
動と脳機能の維持・向上の関連を明らかにす
る，また，脳年齢について若くならなかった
原因として，製作期間と被検者の習熟度，課
題の難易度が関係すると考えれられたこと
から，１）手芸活動経験の有無が脳機能へ与
える影響を定量的に明らかにする．２）脳年
齢を若く維持・向上するために日常的な手芸
活動の継続が有効であることが示唆される
が，効果が出る製作期間と継続的期間を明ら
かにすることを目的とした． 

 

３．研究の方法 

（１）被検者の習熟度と脳機能の関係 
手芸活動の有無と脳機能の関係を明らか

にするため、手芸熟練者 11 名と非熟練者 22
名を対象に脳年齢テスト、TMT-A,B を行って
いるときの脳活動（FOIRE-3000），眼球運動
測定（トークアイⅢ）を行った.被験者の選
択は，経験者として，10 年以上，週 3回程度
日常的かつ継続的に手芸をしている，非経験
者は日常的に手芸を行わないものを対象と
した． 
（２）手芸活動課題の選定と製作期間 
 手指を使ったリハビリ作業として，折り紙
やちぎり絵による脳機能活性化の有効性が
報告されている．ネット手芸もその中の 1 種
であるが，作品は鑑賞用ではなく，バックや
ティッシュケースなどの立体的で実用性の
あるものが多く，同一動作の繰り返しである
ため，途中で中断したり，再開することが容
易であることや，間違えても糸を抜いてやり
直すことができるなど，気軽に継続して行う
ことができる．このように作業自体は容易で
あるが，作業工程と必要な機能では，「計画
力：自分が作りたいものを決め，形，大きさ，
色，素材を考えたうえで，材料の用尺の計算
をする」，「記憶力：自分の知識の中でどの技
法を用いるか考える，過去の過程や完成品を
目安にして新しい作品制作に活かす，新しい
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技法を習得する」，「注意力：さまざまな色・
形の材料を正確につなぎ合わせることや目
数を間違えないようにする」といった，形体
認知，視覚記憶，色彩認知，視空間認知(上
下・左右・表裏・前後)，視覚的な動きの方
向判断，運動模倣，立体構成能力，目と手の
協調性などの様々な能力が必要であり，「巧
緻性や微妙な力のコントロールのような協
調性および，認知機能，心理・情緒的機能に
働くことが多い作業」とされている．また，
途中で中断しても容易に再開できるという
作業の特性から，作業時間を調整することで，
耐久性や集中力を高めることも容易に可能
である．ネット手芸は年配者には懐かしく，
心理・情緒面に働きかけることができ，若年
者には初めての手芸対象であり，いずれの年
代においても取り掛かりやすい対象である．
以上より，本実験では，手芸活動課題として
ネット手芸を選定した． 
そこで，ネット手芸課題選考のため，プレ

実験として女子大学生 12名(活動群 6 名，非
活動群 6名)を対象に 3か月間（週 1回 90分・
計 12 回）ネット手芸製作を行った．この期
間の前後に脳年齢テスト TMT-A・Bを行った．
また，生理的影響についても明らかにするた
め，新たに女子大学生 15 名を対象に 3 か月
間のネット手芸作成と脳年齢テスト，
TMT-A・B を行い，その時の脳機能変化を NIRS
計測（島津製作所製：FOIRE-3000）した． 
（３）中高年女性におけるネット手芸活動の
調査 
日常的に手芸活動をしていない中高年女

性 8 名を対象にネット手芸を 3 か月行い(活
動群)，何もしない中年女性 3名(コントロー
ル)と比較検討した．対象者は，実験前後に
脳年齢テスト，TMT-A・B，NIRS 計測を行った． 
 
４．研究成果 
（１）被検者の習熟度と脳機能の関係 
健常中高年女性の活動者 8名（平均継続年

数 19.9±12.8 年，平均年齢 58.7±8.1 歳），
健常中年女性の非活動者 9名（平均年齢 37.6
±3.0 歳）の計 17 名を被験者として，TMT-A, 
B および脳年齢テストを行った．脳内血中酸
素化ヘモグロビン(oxy-Hb)濃度長変化を近
赤外光イメージング装置（FOIRE-3000：島津
製作所製）を用いて計測した．プローブは，
被験者の頭部に専用ホルダー（両側の前頭・
頭頂を含む全 49 チャンネル）を用いて国際
10-20 法に基づき CZ を基準として装着した．
その結果，TMT-A については非活動者と活動
者の平均年齢の差があるにもかかわらず，遂
行時間に平均 3 秒しか差がなかった．また，
脳年齢テストの平均脳年齢値，テストの得点
数とも有意差はなかったことから，活動者は
非活動者と同等の脳活動の維持が示唆され
た．また，oxy-Hb変化では，TMT-A,Bの差に
ついては活動者のみに有意差が認められ，脳
年齢テストの設問では，非活動者に比較して
活動者において oxy-Hb 変化が増加すること

が示唆された．以
上より，日々の趣
味活動である手芸
活動は，脳機能を
維持することが示
唆された． 
 
 

（２）手芸活動課題の選定と製作期間 
女子大学生 12 名(活動群 6 名，非活動群 6

名)を対象に 3 か月間（週 1 回 90 分・計 12
回）ネット手芸製作を行った．その結果，TMT- 
A, Bともに、手芸前より手芸後において、有
意に遂行時間が速く、TMT-A において活動者
は非活動者より有意に遂行時間が速い
（P<0.05）という結果であった． 
脳年齢テストの平均総得点の結果では、手

芸前後，手芸活動の有無ともに有意差はなか
ったが，運動機能問題の平均得点の結果では，
手芸前より手芸後においていずれの活動群
も有意に得点が高いという結果だった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上より，パフォーマンス結果では有意差

は認められなかったが，生理機能にも影響が
ないか確かめるため，21歳の健常女子大学生
15 名を被験者として，ネット手芸を週に 1 回
(90分/回)，12週間継続して行い，前後で計
測課題 TMT-A, B と脳年齢テストを行った．
本実験では oxy-Hb 濃度長変化計測では，プ
ローブは，被験者の前頭部に専用ホルダー
（両側の前頭を含む全 62ch）を用いて国際
10-20 法に基づき CZ を基準として装着した．
解析方法は，oxy-Hb濃度長変化を標準得点（z
値）に変換して解析に用い，課題実施時にお
ける TMT-A, B の遂行時間および前頭葉機能
テストの得点数と脳活動部位の関連を調べ
た． 
その結果，各設問における結果では，いず

れの設問においても，手芸前と手芸後の比較
において oxy-Hb 濃度長変化に有意差が認め
られ，最も多くの chで oxy-Hbが増加したの
は短期記憶問題回答中であり，次いで計算問
題回答中，短期記憶問題記憶中，干渉抑制問
題回答中の順であった．平均総得点の結果で
は，前頭部前方から中央にかけての集中に関
連する部位であった． 
以上より，若年女性において継続的に手芸

を行うことにより，集中力が向上することが
示唆され，短期記憶問題は Dual-taskとなっ
ていることから，継続的な手芸制作によりワ
ーキングメモリが向上することが考えられ
る．以上より，若年者においても日々の趣味

TMT-A TMT-B 



活動である手芸
活動は，認知機
能の維持・向上
に有効であるこ
とが示唆された
ことから，ネッ
ト手芸を課題と
して選定し，製作期間を 3か月とすることと
した． 

 
（３）中高年女性におけるネット手芸活動の
調査の結果 

TMT-A,B ともに活動群において遂行時間が
有意に早く，脳年齢テストでは短期記憶問題
と手指運動機能問題について有意差が認め
られた．oxy-Hb変化では，活動群は TMT-A に
おいて活動前で優位に高い結果となり，特に，
高齢者においては，TMT-B で活動後に前頭連
合野背側部において有意差が認められたこ
とから手芸活動を継続して行うことにより，
認知の変換，課題と注意の切り替え能力にお
いて脳機能の向上することが示唆された． 

 

（４）考察 
本研究では，これまで手芸活動を「苦手」，

「時間がない」，「一人ではできない」といっ
た理由により避けてきた中高齢女性や，「手
芸に興味がない」といった若年女子大学生が
週 1 回 90 分程度の数人のグループで，会話
と共に「楽しみながら」ネット手芸を 3か月
行うことで，視覚運動速度，注意能力，認知
の変換，課題と注意の切り替え能力が向上し，
活動前より後で Oxy-Hb 濃度長変化量が増加
することが明らかとなった． 
中高年者の日常生活では，多くの人たちが

趣味活動を行っており，中高年者が飽きずに
楽しみながら継続的に取り組むことができ
る趣味の活動と脳機能の維持・向上の関連を
明らかにすることができた．また，認知症を
予防し，脳機能を維持するためには，知的活
動の習慣化が有効であり，中でもデュアルタ
スクを強化することが重要であり，手芸は，
以下のデュアルタスクの強化に重要な要素
を持っている． 
「計画力」：自分が作りたいものを決め，形，
大きさ，色，素材を考えた上で，材料の用尺
の計算をする 
「記憶力」：自分が知っている中でどの技法
を用いるかを考える，過去の過程や完成品を
目安にして新しい作品制作に生かす，新しい
技法を習得する 
「注意力」：様々な色・形の材料を正確に繋
ぎあわせることや目数を間違えないように
する 
このような手指運動の経験が少なくなっ

てきている幼児，若年，中高齢者向けに広く
手指運動に関連した趣味活動による脳機能
活性化のライフスタイル提案が可能となっ
た． 
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